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01

0101

プロジェクトの⽬的

観光ガイドブックの制作
⽇・英語併記のガイドブックを無料
配布し、観光客が観光地に⼀番望む
「⾷」を案内することで飲⾷店様や
観光事業の集客数アップを図る
ＷＥＢや電⼦書籍などのツールも最
⼤限に⽤いて広島の魅⼒を発信

⼤学⽣など若い世代の参加
広島サミット県⺠会議が推奨する
「若い世代の参画」を後押しするよ
う、広島の⼤学⽣などの若い世代を
モデルやガイドブック製作に起⽤

0202
SNS、Webの活⽤

��ホームページやインスタグラムな
どのＳＮＳを積極的に活⽤し、店舗
の紹介や取材・制作⾵景の情報を細
かく発信
学⽣の参加により「若い世代」が得
意としているＳＮＳで情報を拡散

0303

広島サミット開催によるインバウンド需要の拡⼤を想定し
観光⼤国「HIROSHIMA」をアピール、広島の経済効果の底上げ



02 ガイドブック概要

広島飲⾷店ガイドブック「eat!じゃろ�」（2023年4⽉発⾏）
⑴�体裁��A5サイズ・フルカラー・１００ページ ⽇本語・英語併記のガイドブック
⑵�発⾏部数��15,000部�無料配布
飲⾷店紹介ページ�・８０店舗掲載 特集ページ�・買っておきたい広島のお⼟産物・帰っても買える広島のあの品
（ECサイト案内）・広島ホテルグルメ・ヴィーガン、ベジタリアン・⼥⼦⼤⽣おすすめ店特集�
⑶設置場所�・広島県内観光案内所15ヶ所・広島市及び近郊の主要ホテル25ヶ所・呉中央桟橋ターミナル・ゆめタ
ウン広島・ひろしま夢プラザ・広島県⺠⽂化センター・道の駅クロスロードみつぎ・道の駅⻄条のん太の酒蔵
・広島県観光連盟、HYPP関連事業者に協⼒いただいた観光客と接点を持っている事業者より直接配布、設置



03 ⼤学⽣など若い世代の参加

参加総数

地元広島の⼤学⽣を起⽤
（広島⼤学・広島県⽴⼤学・広島市⽴
⼤学・安⽥⼥⼦・広島⼥学院・修道⼤
学・広島経済⼤学など）

誌⾯制作

ガイドブックプロジェクトに誌⾯企
画、構成から参加
モデル、イラストなど担当
取材記事の翻訳

SNS・マスコミ

SNSを利⽤した発信と拡散
プレスリリースに伴うTV各局、新
聞雑誌への対応

16名 希望の分野を担当 学⽣が率先して協⼒



04 SNS、Webの活⽤

Webを使いデータ収集・SNSで電⼦書籍を拡散

Instagramなどの投稿はもちろんのこと、Webでのデータ収集や電⼦書籍の拡散、
SNSを使ったイベントの開催など、ネットを広く活⽤

SNSを利⽤したフォトイベントを開催



TVや新聞雑誌などの媒体に数多く露出

05 ガイドブック制作の成果

・テレビ新広島、広島テレビなどたくさんの媒体に私たちの取り組
みを扱っていただき、広島県観光連盟様には「フードマイスター
賞」として表彰いただきました。ガイドブックは「郷⼟資料」とし
て広島県⽴図書館に保存していただくことになりました


